
令和４年度におけるデータ連携基盤の取組テーマについて
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⾧崎県 デジタル戦略課
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サービス サービス（アプリ、システム、サイト）
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データ公開

ユーザ管理API管理 認証・認可サービス管理

データ仲介

データ管理

外部データ連携

初期環境構築
（令和3年度）

① テーマに合わせて広域的にデータを収集・連携
② ダッシュボード（地図等）にデータを追加し、地域住民向けにサービス化
③ 民間サービスにAPIやデータを提供し、官民連携による住民サービス提供
④ データ利活用・データ分析支援

・障害対応、パッチ適用
・パフォーマンス、容量管理
・セキュリティ対応
・問合せ対応
・データ連携基盤サービス提供

API開発等
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防災 観光 福祉交通 防犯 農林 水産

API API API API API API API

ダッシュボード（地図等）・
分析ツール

１．データ連携基盤の運営スキーム（概要）

維持管理
①

③

④⑤

⑤ 多様な主体（大学・高専、市民団体など）、
市町独自のサービス開発にも活用可能
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⇒ 広域的なデータの充実、機能の強化、サービス創出

②④



２．取り組むテーマやサービス創出の基本方針（令和４年度～）

＜令和４年度API開発等で取り組むテーマ選定の方針＞
１．令和３年度から始めている観光、防災分野の拡充
２．県全体で広域的・共通に取り組むべき課題に関するもの
３．整備したデータについて多様な分野での活用が期待できるもの
４．民間企業等からのニーズがあり、サービス創出につながるもの
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３．令和４年度の取組テーマ選定（仕様書作成まで）の流れ

市町の要望、解決したい課題
（アンケート聴取） 県のプラン、解決したい課題

R4API開発テーマ選定の方針（前述）に基づき、
県全体で取り組むべきテーマや連携するデータについてすり合わせを行う

テーマ 新たに連携する
データ候補

データ活用目的、解決したい課題 等 ①APIカ
タログ

②DB
拡張

③分析
ツール

取得先候補

防災 ・・・ ・・・ ・・・

観光 ・・・ ・・・ ・・・

新たなテーマ ・・・ ・・・ ・・・

案を作成

ながさきSociety5.0推進プラットフォーム、
民間企業 などへのヒアリング

取組テーマ案や連携するデータについての意見聴取

民間事業者などの意見を踏まえて、具体的に取り組みテーマや連携するデータについてすり合わせを行う

仕様書作成

県・市町

県・市町

調達

データ整備調整 民間データ提供打診

令和４年
３月

令和４年
４月

令和４年
６～７月

データ活用目的、ニーズ、整備するデータに関する調査
候補テーマごとに、活用目的や具体的なニーズ、整備する

データ項目に関する調査を実施
案をブラッシュアップ

令和４年
５～６月



テーマ 新たに連携するデータ候補 データ活用目的、解決したい課題 等
①API公
開の充実

②ダッシュ
ボード機
能拡張

③分析
ツール機
能拡張

取得先候補（備考）

観光 人流データ（８件） ・観光動向マーケティングが定点観測での評価になっており、属性情報を持った
人流データや口コミデータを用いた取組評価・現状把握が必要 ○ ○

おでかけウォッチャー（R4年度県事
業で活用中。ただしD基盤上での
利用には加工処理等が必要）

県観光統計データ ・データに基づいた分析（EBPM等）、実態に基づいた効果的なプロモーション
や潜在的なニーズの発見 ○ ○

県観光統計データ（Excelベー
ス）

イベント一覧（６件） ・情報をデータ化し、観光資源をオープン化していきたい
・利用者の利便性の向上、観光系民間事業者の活用につながる ○ ○ ○

推奨データセット（市町オープン
データカタログサイト）

観光施設一覧（４件） ・新幹線の開業やＩＲ誘致の実現に伴い、広域的な周遊観光を推進してい
くことが必要 ○ ○ ○

推奨データセット（市町オープン
データカタログサイト）

消費データ ・高度な行動分析に基づく適切な観光施策立案が必要
○

民間キャッシュレスアプリ、
電子クーポン 等

観光スポット周辺情報（駐車
場、公衆トイレ、飲食店等）

・市内周遊アプリ等の開発または充実を図るためのデータが必要
○ ○

防災 各種センサーデータ（雨量、河
川水位 等）

・リアルタイムなセンサー情報の広域的な連携による意思決定の高度化や対策
立案に係る支援

・災害発生の未然防止、被害の拡大を防止
○ ○

県河川砂防情報システム
（NAKSS）
河川情報センター（FRICS）等

避難所開設状況（５件） ・地域住民が必要とするデータについては、県の新防災システムなどとの連携が
必要 ○ ○ Lアラート

避難者数（４件） ・災害発生時の迅速な情報発信や地域住民への多面的な情報発信の強化
○ ○

県防災システム（R5年度から本格
運用）

避難所混雑状況（２件） ○ ○ VACAN（利用料が必要）
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４．令和４年度の取組テーマ選定について

県・市町アンケート結果概要 ○ 観光分野については、「人流データ」、「県観光統計データ」に取り組むとしてはどうか。（人流データは、県事業の有効活用も視野）
○ 防災分野については、「各種センサーデータ（雨量、河川水位等）」に取り組むとしてはどうか。

①
②

③



テーマ 新たに連携するデータ候補 データ活用目的、解決したい課題 等
①API公
開の充実

②ダッシュ
ボード機能

拡張

③分析
ツール機
能拡張

取得先候補（備考）

防災 避難者属性（性別・年代・要
支援者等）、避難所情報（ト
イレ・更衣室・授乳室等）

・災害発生時の迅速な情報発信や地域住民への多面的な情報発信の強化
○ ○

推奨デー
タセット

子育て施設一覧（３件） ・県全体での整備が求められる
・地域子育て支援拠点事業も含め、県全体でレイアウトを標準化して整備し
たい

○ ○ ○
市町オープンデータカタログサイト

AED設置箇所一覧 ・県全体での整備が求められる ○ ○ 市町オープンデータカタログサイト

介護サービス事業所一覧（２
件）

・県全体での整備が求められる
○ ○ ○

市町オープンデータカタログサイト

医療施設一覧（２件） ・県全体での整備が求められる
・より地域住民に寄り添った分野に取り組みたい ○ ○ ○

市町オープンデータカタログサイト

福祉施設一覧（２件） ・県全体での整備が求められる
・より地域住民に寄り添った分野に取り組みたい ○ ○ ○ 市町オープンデータカタログサイト

地域・年齢別人口 ・地域・年齢別人口を筆頭に各市町が保有する統計を正解データとして、標
準化したうえで整備したい。 ○ ○ ○ 市町オープンデータカタログサイト

その他 EV急速充電スポット ・県全体での整備が求められる ○ ○
健康管理情報（２件） ・県全体の、職種や年代、地域別の受診状況と併せての疾患傾向まで分析

すると、より詳しく病気や必要な健（検）診などが分かる ○
パーソナルデータ（個人情報・
住基情報等）

・科学的知見にもとづくまちづくり施策の立案
・全国に先駆けた革新的サービスの創出 ○

バス停情報 ・県内全域での整備が求められる。
○ ○ ○6

４．令和４年度の取組テーマ選定について

県・市町アンケート結果概要（続き） ○ 推奨データセットについては、要望の多かった「子育て施設一覧」、「医療施設一覧」、「福祉施設一覧」に取り組むとしてはどうか。
○ その他、将来的な活用を見据え、個人情報やオプトインサービス等に関する情報収集を実施

④

⑤
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①人流データについて:人流データのオープンデータ化（例:岡山市）

生データを再集計したデータであれば
オープンデータとして登録可能

様々な主体での活用につながり、
データ連携基盤と親和性が高い

人流データは基本的に、
生データ（CSV）をそのままHP等に
登録し公開することは規約違反となる

参照）岡山市HP
https://www.city.okayama.jp/shisei/0000031965.html

○ 岡山市では、推計滞在人口等の人流データを
活用した施策効果測定等を実施

○ 加工データをオープンデータとして公開することで、
様々な主体による活用を促進



〇 おでかけウォッチャー
スマホアプリのGPSビッグデータを活用し、観光スポット別の来訪者数/属性や行動特徴など、他人流データに比べて非常に多くの分析項目があることが特徴

①人流データについて:おでかけウォッチャー

県観光振興課との連携

○ おでかけウォッチャーでは、発地、性年代データ等の人流データを取得予定
→ 本基盤での二次利用については今後業者側と検討

○ 地区ごとの分析レポートの提供も予定
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②県観光統計データについて ○ 県観光統計データについて、データ連携基盤に取り込んではどうか。
（Excelデータからの変換が必要）
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③各種センサーデータについて（雨量、河川水位 等） ○ 県河川砂防情報システム（NAKSS）からのデータ取得を検討
○ 取得データは、雨量・河川水位・危機管理型水位などの準リアルタイム

データ連携を検討 →県土木部と調整中
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④子育て施設一覧データについて

# 基本編
/応用編 データ名

対
象
作成にあたり準拠すべきルールやフォーマット等と
その内容

使用時の
注意事項

オープンデータとして公開する
ことによる効果 利活用の事例等 分類

（※1）

13 基本編 子育て施
設一覧

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
に
取
り
組
み
始
め
る
地
方
公
共
団
体

デ
ー
タ
項
目
定
義
書
、
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
標
準
例
（
記
載
例
と
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
）

【説明】
幼稚園、保育園、認定こども園の一覧
【データの単位】
施設単位で一意。
【更新頻度の想定】
子育て施設の新設、廃止、場所の変更等があっ
たタイミングでの更新。

項
目
定
義
書
の
注
意
事
項
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

本データセットをオープンデータと
して公開することにより、アプリ等
で地図上にマッピングすることが
可能となり、より簡単にニーズに
対応した子育て施設を探し出
せるようになる。

さっぽろ保育園マップ
※地図上に認可・認可外保
育園・幼稚園の場所を表示
するアプリ。任意の場所から
一定の距離内にある保育園
の検索や、個別保育園の詳
細情報も参照できる。

働くママ応援し隊
※入所状況や施設画像、
保育サービスを検索すること
が可能なHP

教育・文
化・スポー
ツ・生活

14 基本編 オープン
データ一覧

【説明】
オープンデータ化されているデータセットの一覧
【データの単位】
データセット単位で一意。
【更新頻度の想定】
データセットの追加、更新等があったタイミングでの
更新。

オープンデータを利用する際、
各サイトにどのようなデータが格
納されているかを一つ一つ確認
しながら把握するのには多くの
時間と労力が必要。本データ
セットを公開することにより、確
認の時間と労力を削減でき、
オープンデータの利便性向上が
期待される。

- その他

推奨データセット（R1・内閣官房IT総合戦略室）

○ 推奨データセットにおける子育て施設の説明は、「幼稚園、保育園、認定
こども園の一覧」となっているが、「地域子育て支援拠点」などのデータをどう
するか。
→ 具体的な整備データについてはテーマ選定後に洗い出しが必要
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⑤パーソナルデータについて ○ 先進的事例や国による検討状況について、将来的なデータ活用を見据え
た情報収集等を実施。
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提供機能・
サービス

内容

特徴

ダッシュボード (地図)

オープンソースでありつつ、
多様な地域での導入実績もあり、
データ連携基盤との連携も容易

• 観光施設・公共施設一覧・交通機関の交通情報な
どの表示

• 指定緊急避難場所・指定避難所・浸水想定区域や
土砂災害警戒区域・砂防指定地等を重ねて表示

• 地図の上に地点表示(ピン立)
• ポリゴン表示(ハザードエリアの表示)
• フィルター機能
• 施設詳細表示
• オーバーレイ表示 (重ねて表示)

API公開（APIカタログ）

データ連携基盤が提供するAPIをカタログ化して
公開するためのウェブサイト

• API一覧画面、API利用方法を表示する詳細画面、
プログラムからAPIを呼び出すためのサンプルコードを
表示する画面などを提供

• OpenAPIを活用して、API仕様書としてHTMLド
キュメントを自動生成できる機能を保有

• データ連携基盤から取得できるデータに関する一覧
画面表示

• API利用方法を表示する詳細画面表示、データを
呼び出すためのAPI開発とカタログ公開

分析ツール

ドラッグ＆ドロップを基本とした簡単な操作を用いて、
データ分析を行うことができるBIツール

【Tableau Server】
• データを可視化・分析可能なデータとして整備
• 可視化・分析可能なデータを一般公開
【Tableau Public】
• 公開されたデータで自由な可視化・分析が可能

• Tableau Serverとデータ連携基盤のデータソースと
接続

• TableauPublic用のデータソースファイルの用意

（参考）データ連携基盤の主な３機能

想定利用者 民間事業者向け 地域住民向け 行政職員向け

手順書
ながさきAPIカタログサイト利用マニュアル

公開API利用マニュアル
ながさきデータマップ利用マニュアル Tableau利用マニュアル

通称 ながさきAPIカタログサイト ながさきデータマップ Tableau（読み方:タブロー）


